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地域を支える新たな力、集落支援員に辞令交付

　９月１日、芦別市集落支援員の辞

令交付式が市役所で行われました。

　辞令を受取った支援員は本市出身

の横浜和尋さん（31歳）。過疎化が

進む故郷を盛り上げたいという思い

から支援員に応募しました。

　地域コミュニティの課題解決・活

性化を目的に、頼城・西芦別地区で

集落の巡回や相談対応など住民に寄

り添ったサポート活動を行います。

　横浜さんは、「住民の皆さんのお

話を聞き、行政との橋渡し役になり

たい」と意気込みを語り、北村市長

は「地域にとって集落支援員はかけ

がえのない存在。活躍に期待してい

ます」と話していました。
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日、芦別駅前通で開催されました。
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実行委員会の主催により、2022年

から毎年開催されて今年で４回目。

開催場所を芦別駅前通に変更して２

回目の開催となりました。

　特設ステージには、シンガーソン

グライターの栞
し お ね

寧さんやロックバン

ド「ザ・マスミサイル」ボーカルの

高木芳基さんなどが出演したほか、

芦別出身の松坂孝一さんがベース

ボーカルを務めるアマチュアロック

バンド「十手ジャパン」＝写真＝が

トリを飾り会場を盛り上げました。

ステラストリートフェスが芦別駅前通で開催

星の降る里ワイン、野花南のブドウ畑で初の試飲会

クリーンフェスティバルでカヌー試乗を楽しむ

　９月 14 日、市内Ｂ＆Ｇ海洋セン

ターで「2025Ｂ＆Ｇクリーンフェ

スティバル in あしべつ」が開催さ

れました。

　同フェスティバルは、水辺の安全

や環境保全への意識を高め、海洋レ

クリエーションに親しんでもらうこ

とを目的に毎年実施されています。

　今回は市内の小学１～４年生４人

が参加。プール周辺のごみ拾いを行

った後、「水辺の安全教室」を実施。

　安全教室ではライフジャケットの

着用や水難時の浮き方を学び、さら

に１人乗りカヌーを体験、パドルの

使い方を教わるとすぐに漕げるよう

になっていました。

　８月27日、野花南町のぶどう畑

で「ワインペアリング会」が開かれ

ました。

　生産者は新規就農４年目の佐野真

暉さん・旭さん夫妻で、芦別産ぶど

う100％のスパークリングワイン造

りに挑戦しています。

　初仕込みとなるワインは12月に

約190本をリリース予定で、すでに

半数が予約済み。当日は地元食材を

使った料理との相性を市長らが楽し

み、「酸味がやわらかく飲みやすい」

と好評を得ました。

　夫妻は将来ワイナリー建設も計画

し、「芦別から世界に誇れる味を届

けたい」と意気込んでいます。


